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特定非営利活動法人　小呂野

函館市

平成29年定期総会から道理事
司法分野との連携特別委員会委員長
各種の支部活動に参加

平成29年度から理事を行い、未熟ながらも道社会福祉士会の活動をしてきました。この間、司法分野
との連携特別委員会の委員長として、司法と福祉の連携を強めていくべき活動をしてきました。
平成31年は、認定研修の開催や弁護士会との協定の締結に向けた活動も強めていきたいと考えて
おり、今後も道理事としてその職責を担っていきたいと思い立候補いたしました。
また、支部活動においても従来通りに道の活動内容を支部に還元し、支部活動を道活動へ生かして
いきます。

寺尾社会福祉士は、現在独立型社会福祉士事務所NPO法人小呂野ゆあさ社会福祉事務所の社会
福祉士として、また、北海道社会福祉士会では、司法と福祉の特別委員会の理事として活動されてい
ます。現場の第一線で実際に「入口支援」から「出口支援」など福祉的支援が必要な罪に問われた障
がい者や高齢者に数多く関わっています。司法と福祉の特別委員会では、各地区支部毎の動向を確
認しながら、「入口支援」に社会福祉士が積極的に関われるように、弁護士会との勉強会や意見交
換、ネットワーク構築、研修会など行い、全道的なスキーム作りに取り組む土台作りを行ってきまし
た。今後も継続した取り組みが必要であり、また、来年度は認定研修もあり、司法と福祉の特別委員
会の継続と理事の継続が必要と考え推薦いたします。

寺尾氏は様々な分野で活躍する会員の得意なことを見つけ、会の活動に結びつけるなど統率力があ
り、今後、会をより活性化させてくれると思い、推薦致しました。

私は、現在、寺尾賢一氏と同僚関係にあります。その点で、日常業務にあたる姿勢や考え方、また、
現職理事としての取り組み状況を最も身近かに、的確に捉えていると思っています。 現在、私たちの
日常業務として高い比重を占める成年後見業務では、長年培ってきた社会福祉専門職としての価
値・知識・技術を有した質の高い支援を通じてクライエントの権利を擁護し、地域で先駆けとなる法人
受任機関としての体制整備等、重要な任務を中核的に担うことで、当法人の社会的信頼を得る大き
な役割を担っています。また、今日的な重要課題の一つである司法連携では、実際に「入口支援」等
の実践を重ね、「司法連携」担当理事として、実践に基づいた取り組みを展開することで、今期、当事
業を牽引してきたといえます。社会的要請がさらに高まるこの課題には、次期寺尾氏の理事としての
存在は欠かせないと確信しています。


